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<為替四本値> <金利市況> <債券市況>

Time CCY USD/JPY EUR/USD GBP/USD USD/CHF EUR/JPY 地域 銘柄名 地域 銘柄名
Open 112.24 1.2057 1.3593 0.9720 135.39 日 無担保コールO/N 日 日本国債 2年
High 112.39 1.2066 1.3614 0.9730 135.50 日 ユーロ円金利先物 日 日本国債10年
Low 112.18 1.2035 1.3588 0.9712 135.24 日 円-LIBOR 6ヵ月 日 日本国債先物 10年

Close 112.36 1.2039 1.3595 0.9724 135.24 日 円-TIBOR 6ヵ月
Open 112.36 1.2039 1.3594 0.9724 135.28 米 米国FF Rate 米 米国債 2年
High 112.50 1.2043 1.3601 0.9798 135.29 米 米国TB 3ヵ月 米 米国債 10年
Low 112.19 1.2004 1.3495 0.9723 134.82 米 USD-LIBOR 6ヵ月 独 独国債 2年

Close 112.39 1.2024 1.3514 0.9769 135.14 ユ EURIBOR 6ヵ月 独 独国債 10年
Open 112.26 1.2023 1.3564 0.9757 134.95 英 GBP-LIBOR 6ヵ月 英 英国債 2年
High 112.61 1.2034 1.3566 0.9798 135.24 瑞 CHF-LIBOR 6ヵ月 英 英国債 10年
Low 112.19 1.2001 1.3495 0.9757 134.85 NAME KANJI NAME KANJI

Close 112.51 1.2015 1.3515 0.9771 135.15

<為替相場推移> <為替相場概況> <株式市況> <商品市況>

USD/JPY 地域 銘柄名 地域 銘柄名
日 日経平均株価 225種 米 WTI 原油先物
米 NYダウ工業株 30種 米 CMX 金先物
米 S&P 500種 米 CRB商品先物指数
独 独DAX指数
英 英FT指数 100種
中 上海総合指数
伯 ボベスパ指数

EUR/USD <主な経済指標> <本日発表予定の主な経済指標>

地域 イベント 市場予想 今回結果 時刻 地域 イベント 市場予想 前回結果 時刻
独 失業率 12月 5.5% 5.5% 17:55 米 ADP雇用統計（万人） 12月 19.0 19.0 22:15
米 ISM 製造業景気指数 12月 58.2 59.7 0:00 米 新規失業保険申請件数（万人） - - 24.5 22:30
米 建設支出（前月比） 11月 0.5% 0.8% 0:00 米 ブラード・セントルイス連銀総裁講演 - - - 3:30
米 自動車販売台数（万台） 12月 1,750 1,776 -

EUR/JPY

(出所)Thomson Reuters
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終値 前日比 終値 前日比

HKG

休場 - 休場 -
休場 - 休場 -

0.02633% +0.00233% 休場 -
休場 -

LDN

1.42% +0.09% 1.9313% +0.0121%
1.3913% +0.0029% 2.4471% -0.0163%

1.84269% +0.00331% -0.615% -0.005%
-0.27100% ±0.00000% 0.442% -0.025%

NY

0.57725% ±0.00000% 0.467% -0.034%
-0.64440% +0.00060% 1.213% -0.074%

(出所)Bloomberg

ドル円は112円台半ばでの推移が続く
終値 前日比 終値 前日比
休場 - 61.63$ +1.26$

アジア市場のドル円相場は112.25で寄
り付いた。本邦祝日により東京休場の
中、ドル円は112円台前半で小動きの
展開が続いた。海外勢参入後は米国債
利回りの低下を受け、ドル円は安値とな
る112.19までじり安に推移した。そうし
た中、市場予想を上回る一連の米経済
指標結果を受けドル円が112円台半ば
まで反発した後、米FOMC議事要旨の
内容が今後も緩やかな利上げを支持す
る内容でであったこと（後述）から、ドル
円は高値となる112.61まで上昇した。
もっとも、ドル円は終始方向感無く推移
し、結局112.51で引けている。
FOMC議事要旨では、FRB当局者が財
政刺激策などの効果により利上げペー
スの加速が必要になる可能性を指摘し
ていた。一方で、物価上昇率が2%に届
かない可能性についても議論されるな
ど、2018年の利上げ回数を巡り意見が
割れていたことが判明した。

24,922.68$ +98.67$ 1,318.50$ +2.40$
2,713.06 +17.25 195.3508 +0.6353

12,978.21 +106.82
7,671.11 +23.01
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3,369.108 +20.782
77,995.16 +104.12

(出所)Bloomberg

※「時刻」は東京時間、「市場予想」はBloomberg調査中央値 (出所)Bloomberg
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